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内容内容



 
BIMの動向


 

北欧：ノルウェーオスロ美術博物館BIMコンペ・フィンランド



 

アメリカ連邦調達庁(GSA) 



 
BIMプロジェクトを支える仕組み


 

BIMガイドライン整備について



 

IDM, MVD



 
GIS（地理情報システム）とBIMの連携



 
BIM & AR（拡張現実）

 
プロジェクト



ノルウェー・ノルウェー・オスロの国立美術館コンペオスロの国立美術館コンペ

STATSBYGG(国交省・営繕と同様の組織)が主催(2009年開始）
2010年9月最終審査発表
IFCによるBIMデータの提出を義務付けている

コンペ案内書（英文） コンペ予定地（オスロ市）

コンペ予定地3Dモデル3D敷地モデルはIFC形式・3D-PDF形式で公開

Acrobat Reader表示例



STATSBYGGSTATSBYGGによるコメントによるコメント



 

ステージ1で使われたツール



 

AutoCAD Architecture



 

Autodesk Revit



 

Bentley Triforma



 

Graphisoft

 
Archicad



 

Nemetschek

 
Allplan



 

Nemetschek

 
VectorWorks



 

ステージ２における要求事項



 

数量積算、CO2放出量



 

エネルギー分析



 

セキュリティならびに動線



 

設備配管・配線スペース

ステージ１を通過した6案



ノルウェー・オスロの国立美術館コンペノルウェー・オスロの国立美術館コンペ（最優秀案）（最優秀案）



BIMBIMガイドラインガイドライン

参考：SATSBYGG BIM-MANUAL 1.1



フィンランドにおけるフィンランドにおけるBIMBIMととBEMSBEMSの連携の連携

Updated energy targetsBuilding 3D model

RIUSKA Comfort

RIUSKA Energy

Space data

Design conditions, loads

Configuration data

Building use 
and load data

Measured data

XML interface
Energy measuring

Access control
Building automation

Facilities management
FM plan and history

8

参照：”Building EQ -

 

Intelligize

 

Your Energy Management”, Olof

 

Granlund

 

Oy, buildingSMART

 

International Forum 2010 in Denmark

BEMSBEMS

 

(Building Energy Management System)(Building Energy Management System)BIMBIM



フィンランドにおけるフィンランドにおけるBIMBIMととBEMSBEMSの連携の連携

The simulated target has been used by Taloinfo performance monitoring system to manage the energy 
performance. The picture of the 5 last years heating consumption show that energy consumption has been 
well according to the target from year 2007, when the level of consumption was decreased by 30% after 
adjustments to the system operation.

9
参照：”Building EQ -

 

Intelligize

 

Your Energy Management”, Olof

 

Granlund

 

Oy, buildingSMART

 

International Forum 2010 in Denmark

BIMBIMによるエネルギーシミュレーションによるエネルギーシミュレーション 実運用での目標値達成を含んだサービス提供実運用での目標値達成を含んだサービス提供



GSAGSA（連邦調達庁）の（連邦調達庁）のBIMBIM--IFCIFC活用活用



 

連邦調達局

 

（GSA, General Service Administration）


 

全米に存在する約8300の連邦政府所有施設を管理する

 
連邦政府機関



 

膨大な量の施設管理を効率化し、価値を増大させるため

 
のソリューションとして2007年度からBIM(IFC)データ

 
提出を要求。



 

GSAによるBIMガイドライン


 

Series 01 – 3D-4D-BIM Overview：BIM概

 
要・目的



 

Series 02 – Spatial Program Validation：空

 
間計画・ゾーニング



 

Series 03 -

 

3D Laser Scanning：レーザース

 
キャン



 

Series 04 -

 

4D Phasing


 

Series 05 -

 

Energy Performance and 
Operations：エネルギーシミュレーション



 

Series 06 -

 

Circulation and Security 
Validation：人動線・セキュリティ分析



 

Series 07 -

 

Building Elements：建物要素


 

Series 08 -

 

Facility Management ：FM

http://www.gsa.gov/bim
注：Series 06-08は策定中



GSAGSAののBIMBIMガイドライン動向ガイドライン動向


 

CDB2010 (Concept Design BIM 2010)


 

GSAのBIMガイドラインシリーズをベースに、より詳細なBIMデータ連携仕様を

 
IDM(Information

 
Delivery Manual)、MVD(Model

 
View Definition)のフォー

 
マットによりドキュメント化を進めている。



 

GSA、Senate Properties（フィンランド）、STATSBYGG（ノルウェー）が連携し、

 
フィードバック、実プロジェクト適用などを進めている。



 

スコープ


 

空間計画検証


 

人動線・セキュリティ分析


 

エネルギー性能分析


 

数量ひろい・コスト見積もり

資料：Generic AEC/FM BIM View Specification Concept Design BIM 2010



GSAGSAののBIMBIMガイドラインガイドライン::人動線・セキュリティ分析人動線・セキュリティ分析

資料：GSA Automation of Court Design Guide, Georgia Institute of Technology



GSAGSAののBIMBIMガイドラインガイドライン::人動線・セキュリティ分析人動線・セキュリティ分析

資料：AIA TAP 2008: Automated Circulation Validation

 

using BIM

人動線の共通理解・検証へBIMモデルを活用（モデルチェッカー）



GSAGSAののBIMBIMガイドラインガイドライン::人動線・セキュリティ分析人動線・セキュリティ分析

資料：GSA Automation of Court Design Guide, Georgia Institute of Technology

人動線・セキュリティ分析に必要なBIMモデル情報をIFCへ設定する際の仕様検討資料の例



IDMIDM・・MVDMVDによるによるBIMBIMデータ連携プロセス仕様記述データ連携プロセス仕様記述

資料：IDM Exchange Requirement: ER_Spatial_Program_Validation_(concept)

IDMに含まれるプロセスモデル図（Concept Design Phase）：空間計画検証



IDMIDM・・MVDMVDによるによるBIMBIMデータ連携プロセス仕様記述データ連携プロセス仕様記述

資料：MVD, Concept Design BIM 2010-IFC2x3 Binding Concepts Model, buildingSMART

 

(IAI)

Concept Design BIM 2010で要求されるBIMデータ連携仕様をMVD形式で表現



IDMIDM・・MVDMVDによるによるBIMBIMデータ連携プロセス仕様記述データ連携プロセス仕様記述

資料：MVD, Concept Design BIM 2010-IFC2x3 Binding Concepts Model, buildingSMART

 

(IAI)

Concept Design BIM 2010で要求されるBIMデータ連携仕様

 空間ゾーンの属性情報定義

IFCによる

 
ゾーン情報

 
設定仕様

MVDダイアグラム

BIMモデルの属性仕様

 
の構成を中立に表現



発注者による発注者によるBIMBIM要求の動向要求の動向


 

アメリカ


 

GSA（連邦調達庁）：

 

2007年度予算のプロジェクトからBIM要求・ＦＭフェーズへのデータ活用


 

USCG（沿岸警備隊）・USACE（陸軍工兵隊）・NASA等が同様な動き


 

デンマーク


 

公共工事分野


 

2007年1月からBIMを要求


 

フィンランド


 

大手不動産管理Senate Properties社


 

2007年10月からBIMを要求


 

ノルウェー（建設局）


 

建築確認分野（ゾーニング計画審査）にIFCとGIS活用を展開中


 

オスロ美術博物館でBIMによるコンペを実施（最終選考が2010年9月に発表）


 

ドイツ


 

バーバリア州政府の公共工事へのＢＩＭ実証実験（２００２年）


 

ドイツ連邦政府レベルでのBIM活用が計画中



 

シンガポール（建設局）


 

2002年に建築確認の完全電子化（紙から電子データ）


 

IFCによる自動建築確認Webポータル(e-PlanCheck)展開を準備中



 

韓国


 

2008年より、国家プロジェクトとしてBIMを活用


 

2010年春、BIMガイドライン初版を発行



 

オーストラリア


 

シドニーオペラハウスFMプロジェクトでBIMを活用


 

クイーンズランド州の公共建築プロジェクトでＢＩＭ活用が増加



 

中東


 

近年BIM活用のプロジェクトが増加


 

ヨーロッパ・アジアの設計・建設会社・関連IT企業が参入。



発注者によるオープン発注者によるオープンBIMBIM宣言宣言


 

公共建築発注者による、オープンな標準を活用したBIMプロジェクト推進のための宣言


 

BIMガイドライン、発注者BIM活用の戦略の共有


 

IFC(Indusrty

 

Foundation Classes)・IFD(International

 

Framework for 
Dictionaries)・IDM(Information

 

Delivery Manual)・MVD(Model

 

View Definition)など

 
の標準活用へのコミットメント



 

下記の組織が署名


 

GSA（General Services Administration：米国連邦調達庁）


 

DECA（Danish Enterprise and Construction Authority：デンマーク）


 

Senate Properties（フィンランド）


 

STATSBYGG（ノルウェー）



BIM1.0

BIM2.0

BIM3.0

企画
設計

シミュレー

 ション

解析

施工

保険・

 金融

不動産

積算

竣工・コミッショニング

BIMデータ

IFC

整合性のある設計

 
図書作成の効率化

データ連携によりシミュ

 
レーション・解析結果を

 
設計へフィードバック

4D/5D・施工分野
自動モデルチェック
部分モデルデータ

モデルサーバ技術などへ展開

BIMBIMロードマップロードマップ 意匠・設備・構造間の

 
調整（干渉チェック）

ＦＭ

（ファシリティ

 マネジメント

ＡＭ

（アセットマ

 ネジメント）



BIMBIMロードマップロードマップ

BIM1.0 BIM2.0

■整合性のある設計図書作成の効率化

■シングルアプリケーション上でのモデリ

 ング

BIMアプリ

図面 数量表 CG・・・

プラグイン

■プラグインの活用によるシミュレーショ

 ンの実施

BIMアプリ

BIMアプリ

BIMアプリ

BIMアプリ

BIMアプリ

BIMアプリ

■BIM1.0効率化のための部品ライブラ

 リ・モデルガイドラインの充実

■一方通行BIMデータ連携

■双方向BIMデータ連携

■企業内BIMデータ連携

■企業間BIMデータ連携

■ＢＩＭデータ連携ガイドライン・契約・組

 織化・BIMマネージメントなど社会工学的

 アプローチが必須



IAIIAI日本：日本：BIMBIMガイドラインの調査活動ガイドラインの調査活動
地域 組織 ガイドライン

米国 GSA GSA BIM Guide Series
01 Ovewview
02 Spatial Program Validation
02 Appendices
03 3D Imaging
04 4D Phasing
05 Energy Performance

米国 Wisconsin州 BIM Guideline and Standard for Architects & Engineers
米国 Penn St. Univ. BIM Project Execution Planning Guide
米国 ASHRAE An Introduction to BIM
米国 NIBS NBIMS (National BIM Standard)
フィンランド Senate Properties BIM Requirements 2007

Volume 1: General part
Volume 2: Modeling of the starting situation
Volume 3: Architectural Design
Volume 4: MEP design
Volume 5: Structural design
Volume 6: Quality assurance and merging of models
Volume 7: Quantity take-off
Volume 8: Using models for visualization
Volume 9: Use of models in MEP analysis

デンマーク bips 3D Working Method 2006
3D CAD Manual 2006
Layer and Object Structures 2006

ノルウェー Statsbygg BIM Manual 1.1
ノルウェー Statsbygg Appendix 5 6 Digital 3D model and BIM requirements
オーストラリア CRC National Guidelines for Digital Modeling
韓国 MLTM BIM Application Guide
シンガポール BCA BIM Regulatory Submission Pilot Guideline

参考：ＩＡＩ日本

 
BIMガイドラインWG資料から



GISGISととBIMBIMの連携の連携
 

地理情報システム地理情報システム(Geographic Information System) & BIM(Geographic Information System) & BIM



By courtesy of IAI Norway, Powel  &  AEC3

GIS BIM

GML data

GISGISととBIMBIMのデータ連携の仕組みのデータ連携の仕組み

BYGGSOK planにおけるIFC, GIS活用イメージ

IFC

IFC

3D地形モデル
3D周辺建物
道路モデル
ゾーン情報

建物モデル
（詳細度設定）



地理情報と地理情報とBIMBIMデータ統合データ統合

IAI-North America, buildingSMART Alliance, Dianne Davis

GIS

BIM

IFC



GISGISととBIMBIMデータ連携による可視化データ連携による可視化

参照：

 

Geographic Information Systems (GIS) for Facility Management, IFMA

参照：

 

Journal of BIM, 2010 Fall , buildingSMART

 

Alliance



AR (AR (拡張現実拡張現実))技術と技術とBIMBIM
 

VTT VTT フィンランド技術研究所フィンランド技術研究所
 建設分野への建設分野へのARAR活用プロジェクトの紹介活用プロジェクトの紹介



ARAR（拡張現実）とは（拡張現実）とは


 

Augmented Realityとは「拡張現実」



 

現実環境の一部に付加情報としてバーチャルな物体・文字情報等を電子

 情報として合成提示



 

例：iPhoneのセカイカメラ：モバイル機器のカメラ・GPS（位置情報）

 機能を活用して、写している場所・対象（建物・看板）などに関連する

 付加情報をエアタグとして表示するアプリ。



 

AR4BCプロジェクト(AR for Building & Construction)



 

フィンランドVTT研究所の研究チームが開発したARシステム。



 

BIMモデルをARで扱えるようにして、設計レビュー・建設現場・維持管

 理で活用する実証実験を進めている。

イメージ資料：

 

Project Proposal for FIATECH: MIXED REALITY EXPERIMENT VTT, 2010



AR4BCAR4BC：施工フェーズでの：施工フェーズでのBIMBIM活用活用



 

工事現場において、ARによってBIMの4D情報を活用



 

現場における設計変更・仕上がりチェック等を効率化

参照：

 

Project Proposal for FIATECH: MIXED REALITY EXPERIMENT VTT, 2010

レンダリング表示

4D情報表示の様子



おわり
Copyright © 2011, 一般社団法人

 
ＩＡＩ日本



 

一般社団法人

 
IAI日本



 

ホームページ：

 
http://www.iai-japan.jp/



 

一般社団法人IAI日本事務局

 〒140-0013



 

東京都品川区南大井6-16-19 大森MHビル

TEL : 03-3762-7413

 
FAX : 03-5762-3515

E-Mail : info@iai-japan.jp
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